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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第60期

第３四半期連結
累計期間

第61期
第３四半期連結
累計期間

第60期

会計期間

自平成23年
４月１日
至平成23年
12月31日

自平成24年
４月１日
至平成24年
12月31日

自平成23年
４月１日
至平成24年
３月31日

売上高（千円） 79,890,142 80,766,933116,147,797

経常利益（千円） 3,068,615 2,352,424 4,186,623

四半期（当期）純利益（千円） 1,708,334 1,698,426 2,243,566

四半期包括利益又は包括利益（千円） 295,988 2,250,091 1,938,963

純資産額（千円） 39,741,279 42,594,26241,260,190

総資産額（千円） 70,060,520 72,832,89472,380,596

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 78.15 77.70 102.64

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利

益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 56.4 58.5 56.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,089,130 397,507 3,602,115

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△35,893 △1,484,692 △497,012

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△2,335,014 △1,672,015△3,131,287

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高

（千円）
11,083,860 9,984,450 12,539,679

　

回次
第60期

第３四半期連結
会計期間

第61期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成23年
10月１日
至平成23年
12月31日

自平成24年
10月１日
至平成24年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額（円） 20.04 32.39

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　　　　３．売上高には消費税等は含まれておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

　第２四半期連結会計期間に、「電子部品事業」のセグメント区分において、株式会社オルテナジーとの合弁会社（当

社出資比率49.0％）である株式会社ルーフスを設立し、持分法適用会社としております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　　　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　　　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間における我が国の経済は、欧州債務問題の長期化による財政・金融不安、新興国の経済

成長の減速などもあり、不安定で厳しい状況が続きました。直近では、過度の円高水準からの修正、株価の上昇等、比較

的明るい兆しも表れております。

当社グループが主力事業を展開するエレクトロニクス業界は、パソコン、AV家電等のデジタル機器関連商品の販売

低迷、中国の景気減速の影響等、依然として厳しい状況が続いております。

また、ケミカル業界においては、国内の石油関連各社が減産傾向となり、製紙関連業界では国内市場における輸入紙

の増加による内外価格差の拡大が深刻な問題となっております。

このような環境の中で、夏前までは堅調に推移しておりました当社グループの販売実績は、夏以降の景気減速が影

響し、電子部品事業を中心に業績が伸び悩み、結果として、電子・電気機器、工業薬品は前年度を上回りましたが、電子

部品は前年度を下回り、当第３四半期連結累計期間の連結売上高は807億67百万円（前年同期比1.1%増)となりまし

た。

損益面につきましては、景気減速による売上高の伸び悩みに加え、コストダウン要求激化による利益率の低下も影

響し、連結売上総利益は125億２百万円（同2.6%減）となりました。連結販売費及び一般管理費は、前年度取り込んだ、

真空関連、ケミカル関連の新規ビジネスの人員増加等を主因として103億48百万円（同5.5%増）となり、連結営業利益

は21億55百万円（同28.8%減）、連結経常利益は23億52百万円（同23.3%減）、連結四半期純利益は16億98百万円（同

0.6%減）となりました。

　

　報告セグメント別の概況につきましては、以下のとおりです。

なお、前連結会計年度及び第１四半期連結会計期間において、報告セグメントごとの利益、損失の算定方法を変更し

ております。　

そのため、前年同期比較については、前第３四半期連結累計期間を組み替えて算定しております。　

　

［電子部品事業］

電子部品分野では、車載関連部品、太陽光パネル及び周辺部品は需要の増加に伴い販売が拡大しましたが、デジタル

コンシューマ向け半導体デバイスの販売低迷、光通信関連部品の本格的な需要回復の後ろ倒し、新規獲得した半導体大

型商権の販売開始が次期へずれ込み、等の要因により、当第３四半期連結累計期間の売上高は606億37百万円（前年同

期比1.5%減）となりました。また、セグメント利益は11億74百万円（同28.9%減）となりました。

　

［電子・電気機器事業］

電子・電気機器分野では、スマートフォンやタブレットの生産増加等に牽引され、主力のPCB（Printed Circuit

Board）関連装置が主要生産地域で好調となり、冷却装置の東アジア向け輸出が堅調に推移した結果、当第３四半期連

結累計期間の売上高は129億96百万円（前年同期比4.4%増）、セグメント利益は５億86百万円（同31.2%減）となりま

した。

　

［工業薬品事業］

工業薬品分野では、前年第４四半期より販売を開始したBASF製品の販売増もあり、当第３四半期連結累計期間の売

上高は71億16百万円（前年同期比22.1%増）、セグメント利益は３億21百万円（同35.2%減）となりました。

　

［その他の事業］

当社の業務・物流管理全般の受託と保険会社の代理店を主たる業務としております。当第３四半期連結累計期間の

売上高は５億30百万円（前年同期比1.8%増）、セグメント利益は24百万円（同24.0%増）となりました。
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（2）連結財政状態に関する定性的情報

①連結財政状態の状況 

　当第３四半期連結累計期間末の財政状態は、前連結会計年度末と比較して総資産が４億52百万円増加し、728億33百

万円となりました。これは主に、現金及び預金が21億33百万円減少しましたが、商品及び製品が20億95百万円増加し、

また、新基幹系システム導入準備に伴い無形固定資産が７億14百万円増加したためであります。 

　負債は前連結会計年度末と比較して８億82百万円減少し、302億39百万円となりました。これは主に、未払法人税等が

７億54百万円減少したためであります。

　純資産は前連結会計年度末と比較して13億34百万円増加し、425億94百万円となりました。これは主に、利益剰余金が

９億33百万円増加し、また、為替換算調整勘定が３億50百万円増加したためであります。

　

②連結キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結累計期間における連結キャッシュ・フローにつきましては、営業活動によるキャッシュ・フロー

は３億98百万円の収入、投資活動によるキャッシュ・フローは14億85百万円の支出、財務活動によるキャッシュ・フ

ローは16億72百万円の支出となったため、現金及び現金同等物は前連結会計年度末と比較して25億55百万円減少し、

当第３四半期末は99億84百万円となりました。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　たな卸資産の増加19億58百万円、法人税等の支払額14億83百万円等がありましたが、税金等調整前四半期純利益25

億73百万円、売上債権の減少12億25百万円等の収入により、営業活動によるキャッシュ・フローは３億98百万円の収

入となりました。なお、前年同四半期には税金等調整前四半期純利益、及び売上債権の減少等により10億89百万円の

収入となっておりました。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　無形固定資産の取得による支出８億17百万円、定期預金の（純）預入による支出３億86百万円等により、投資活動

によるキャッシュ・フローは14億85百万円の支出となりました。なお、前年同四半期には有形固定資産の取得による

支出等により、36百万円の支出となっておりました。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　短期借入れによる収入227億85百万円、長期借入れによる収入12億円等がありましたが、短期借入金の返済による支

出229億28百万円、長期借入金の返済による支出19億３百万円、配当金の支払による支出７億65百万円等により、財務

活動によるキャッシュ・フローは16億72百万円の支出となりました。なお、前年同四半期には、長・短期借入金にお

ける（純）返済額による支出、配当金の支払による支出等により、23億35百万円の支出となっておりました。  

　

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

　

（4）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、109,606千円であります。なお、当第３四

半期連結累計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（1）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 54,000,000

計 54,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年２月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 24,137,213 24,137,213
東京証券取引所

（市場第一部）
単元株式数100株

計 24,137,213 24,137,213 － －

（2）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（3）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　　

（4）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

 

（5）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金
増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

　平成24年４月１日～

平成24年12月31日
　　　　　－ 24,137,213　　－　 8,100,252 　　－   2,532,385

 

（6）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（7）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】　

 平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 　－　 － 　－

議決権制限株式（自己株式等） 　－　 － 　－

議決権制限株式（その他） 　－　 　－ 　－

完全議決権株式（自己株式等）

(自己保有株式)

　普通株式   2,278,600

 (相互保有株式)

  普通株式         100

－ 　－

完全議決権株式（その他）  普通株式  21,822,100 218,221   －

単元未満株式  普通株式      36,413  － 一単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 　　　     24,137,213  －    －

総株主の議決権 － 218,221    －

　（注）上記「完全議決権株式（その他）」及び「単元未満株式」の欄には、証券保管振替機構名義の株式がそれぞれ

1,500株（議決権の数15個）及び６株含まれております。

②【自己株式等】

 平成24年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

　伯東株式会社

東京都新宿区新宿一丁目

１番13号
2,278,600 － 2,278,600 9.44

（相互保有株式）

　株式会社エーエスエー・

システムズ

福岡県北九州市戸畑区中

原新町3－3
100 － 100 0.00

計 － 2,278,700 － 2,278,700 9.44

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

  当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成

24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,382,742 11,250,057

受取手形及び売掛金 ※1
 29,065,761

※1
 28,211,723

有価証券 127,395 0

商品及び製品 14,085,028 16,179,581

仕掛品 67,679 68,343

原材料及び貯蔵品 296,690 331,743

繰延税金資産 745,651 542,299

その他 1,420,716 1,888,730

貸倒引当金 △71,301 △76,297

流動資産合計 59,120,361 58,396,179

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,564,822 1,612,946

土地 3,997,325 3,922,358

その他（純額） 997,741 1,127,046

有形固定資産合計 6,559,888 6,662,350

無形固定資産 651,332 1,365,059

投資その他の資産

投資有価証券 5,472,954 5,771,557

繰延税金資産 74,523 76,888

その他 550,323 599,955

貸倒引当金 △48,785 △39,094

投資その他の資産合計 6,049,015 6,409,306

固定資産合計 13,260,235 14,436,715

資産合計 72,380,596 72,832,894
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※1
 14,080,183

※1
 13,808,486

短期借入金 6,712,385 6,368,066

未払法人税等 1,022,498 268,015

賞与引当金 791,286 521,975

製品保証引当金 38,000 34,000

その他 2,636,250 3,719,471

流動負債合計 25,280,602 24,720,013

固定負債

長期借入金 3,896,700 3,432,846

繰延税金負債 1,381,720 1,482,312

退職給付引当金 311,559 335,470

役員退職慰労引当金 40,266 33,958

その他 209,559 234,033

固定負債合計 5,839,804 5,518,619

負債合計 31,120,406 30,238,632

純資産の部

株主資本

資本金 8,100,252 8,100,252

資本剰余金 7,491,664 7,491,664

利益剰余金 28,965,538 29,898,920

自己株式 △4,184,887 △4,184,968

株主資本合計 40,372,567 41,305,868

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,894,586 2,049,237

繰延ヘッジ損益 19,440 66,463

為替換算調整勘定 △1,177,297 △827,306

その他の包括利益累計額合計 736,729 1,288,394

少数株主持分 150,894 －

純資産合計 41,260,190 42,594,262

負債純資産合計 72,380,596 72,832,894
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

売上高 79,890,142 80,766,933

売上原価 67,056,963 68,264,467

売上総利益 12,833,179 12,502,466

販売費及び一般管理費

アフターサービス費 17,144 17,440

製品保証引当金繰入額 32,875 △4,000

給料及び手当 3,788,399 3,965,285

賞与引当金繰入額 494,463 496,856

退職給付費用 416,610 406,667

役員退職慰労引当金繰入額 2,569 5,590

のれん償却額 40,002 13,282

貸倒引当金繰入額 △22,962 △1,487

その他 5,036,316 5,448,325

販売費及び一般管理費合計 9,805,416 10,347,958

営業利益 3,027,763 2,154,508

営業外収益

受取利息 14,894 20,992

受取配当金 145,603 134,898

持分法による投資利益 99,178 112,037

その他 98,702 55,168

営業外収益合計 358,377 323,095

営業外費用

支払利息 111,580 83,120

為替差損 157,925 5,035

クレーム処理費 12,346 3,676

その他 35,674 33,348

営業外費用合計 317,525 125,179

経常利益 3,068,615 2,352,424

特別利益

固定資産売却益 3,293 85,647

投資有価証券売却益 1 17,207

子会社清算益 － 643

受取補償金 － ※2
 140,766

保険解約返戻金 4,406 5,674

特別利益合計 7,700 249,937

特別損失

固定資産売却損 1,995 27,547

固定資産除却損 8,413 1,191

投資有価証券売却損 － 130

投資有価証券評価損 20,285 －

会員権評価損 13,909 －

会員権売却損 － 200

訴訟和解金 ※1
 90,397 －

特別損失合計 134,999 29,068

税金等調整前四半期純利益 2,941,316 2,573,293

法人税等 1,203,842 874,867

少数株主損益調整前四半期純利益 1,737,474 1,698,426

少数株主利益 29,140 －

四半期純利益 1,708,334 1,698,426
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,737,474 1,698,426

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,102,071 158,126

繰延ヘッジ損益 12,104 47,023

為替換算調整勘定 △349,856 349,991

持分法適用会社に対する持分相当額 △1,663 △3,475

その他の包括利益合計 △1,441,486 551,665

四半期包括利益 295,988 2,250,091

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 267,958 2,250,091

少数株主に係る四半期包括利益 28,030 －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,941,316 2,573,293

減価償却費 411,003 401,373

のれん償却額 40,002 13,282

退職給付引当金の増減額（△は減少） 10,582 17,681

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △3,694 △6,308

賞与引当金の増減額（△は減少） △289,521 △271,943

受取利息及び受取配当金 △160,497 △155,890

支払利息 111,580 83,120

持分法による投資損益（△は益） △99,178 △112,037

固定資産売却損益（△は益） △1,298 △58,100

固定資産除却損 8,413 1,191

投資有価証券売却損益（△は益） △1 △17,077

投資有価証券評価損益（△は益） 20,285 －

会員権評価損 13,909 －

会員権売却損益（△は益） － 200

訴訟和解金 90,397 －

子会社清算損益（△は益） － △643

受取補償金 － △140,766

未払消費税等の増減額（△は減少） 722 △53,721

売上債権の増減額（△は増加） 1,566,683 1,225,137

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,382,967 △1,958,477

仕入債務の増減額（△は減少） △676,595 △586,611

その他 111,455 698,303

小計 1,712,596 1,652,007

利息及び配当金の受取額 162,667 164,119

利息の支払額 △110,639 △84,141

訴訟和解金の支払額 △90,397 －

補償金の受取額 － 140,766

法人税等の還付額 51,781 8,141

法人税等の支払額 △636,878 △1,483,384

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,089,130 397,507
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △219,563 △712,285

定期預金の払戻による収入 575,434 326,007

有価証券の償還による収入 76,640 －

有形固定資産の取得による支出 △198,398 △346,598

有形固定資産の売却による収入 5,971 148,158

無形固定資産の取得による支出 △173,982 △817,080

投資有価証券の取得による支出 △17,932 △8,000

投資有価証券の売却による収入 4 68,799

ゴルフ会員権の取得による支出 － △7,254

子会社株式の取得による支出 － △153,000

関係会社株式の取得による支出 － △4,900

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△24,392 －

子会社の清算による収入 － 14,643

その他 △59,675 6,818

投資活動によるキャッシュ・フロー △35,893 △1,484,692

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 18,688,521 22,784,509

短期借入金の返済による支出 △19,444,451 △22,927,582

リース債務の返済による支出 △62,072 △60,959

長期借入れによる収入 1,050,000 1,200,000

長期借入金の返済による支出 △1,801,988 △1,902,850

自己株式の取得による支出 △8 △81

自己株式の処分による収入 37 －

配当金の支払額 △765,053 △765,052

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,335,014 △1,672,015

現金及び現金同等物に係る換算差額 △157,834 203,971

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,439,611 △2,555,229

現金及び現金同等物の期首残高 12,523,471 12,539,679

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 11,083,860

※1
 9,984,450
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

持分法適用の範囲の重要な変更

　第２四半期連結会計期間より、株式会社オルテナジーとの合弁で設立した株式会社ルーフスを持分法適用の範囲に含め

ております。

　

【会計方針の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

(減価償却方法の変更)　

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有

形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これによる損益に与える影響は軽微であります。

　　

(重要なヘッジ会計処理等の方法の変更)

　従来、外貨建金銭債権債務に係る為替予約については振当処理を採用しておりましたが、為替変動の激しい期間におい

ても、為替変動による影響を適時に認識し、外貨建金銭債権債務及びデリバティブ取引の状況をより適正に連結財務諸表

に反映させるため、第１四半期連結会計期間よりヘッジ手段である為替予約を時価評価する方法に変更いたしました。

　当該会計方針の変更は、過去の期間に与える影響が軽微であるため、遡及適用しておりません。

　なお、これによる損益に与える影響は軽微であります。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

○　保証債務

  当社従業員の金融機関よりの借入金に対し、次のとおり債務保証を行っております。

前連結会計年度
（平成24年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

従業員 1,619千円 従業員 1,455千円

計 1,619 計 1,455

　

※１.　四半期連結会計期間末日満期手形

  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でし

たが、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、次

のとおりであります。

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形 152,665千円 92,961千円

支払手形 664,786 519,593

　

（四半期連結損益計算書関係）

※１．訴訟和解金は、当社の米国子会社（2002年８月解散）における株式譲渡契約に関する訴訟の和解金でありま

す。

※２．受取補償金は、国内連結子会社における逸失利益に対する東京電力株式会社からの補償金であります。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１．現金及び現金同等物と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

現金及び預金勘定 11,409,009千円 11,250,057千円

有価証券勘定 120,497 0

計 11,529,506 11,250,057

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △325,149 △1,265,607

ＭＭＦを除く有価証券 △120,497 －

現金及び現金同等物 11,083,860 9,984,450
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

配当に関する事項

　１．配当金支払額

 
  （決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月13日

取締役会
普通株式 437,173 20.0平成23年３月31日平成23年６月13日利益剰余金

平成23年10月31日

取締役会
普通株式 327,880 15.0平成23年９月30日平成23年12月５日利益剰余金

　

　２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

      間末後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

配当に関する事項

　１．配当金支払額

 
  （決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月11日

取締役会
普通株式 437,173 20.0平成24年３月31日平成24年６月11日利益剰余金

平成24年10月31日

取締役会
普通株式 327,879 15.0平成24年９月30日平成24年12月10日利益剰余金

　

　２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

      間末後となるもの

　　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

合計
電子部品事業

電子・電気
機器事業

工業薬品事業 その他の事業

売上高　 61,589,49512,451,2645,829,413520,90480,391,076

セグメント利益 1,650,346850,840495,863 19,4493,016,498

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

　(１)売上高 （単位：千円）

売上高 金額

報告セグメント計 80,391,076

セグメント間取引消去 △500,934

四半期連結損益計算書の売上高 79,890,142

　

　(２)利益 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 3,016,498

のれんの償却額 △40,002

その他の調整額 51,267

四半期連結損益計算書の営業利益 3,027,763

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。　

　

　（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。　

　

　（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

合計
電子部品事業

電子・電気
機器事業

工業薬品事業 その他の事業

売上高　 60,637,45912,996,1867,116,362530,28781,280,294

セグメント利益 1,173,517585,675321,228 24,1252,104,545

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

　(１)売上高 （単位：千円）

売上高 金額

報告セグメント計 81,280,294

セグメント間取引消去 △513,361

四半期連結損益計算書の売上高 80,766,933

　

　(２)利益 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 2,104,545

のれんの償却額 △13,282

その他の調整額 63,245

四半期連結損益計算書の営業利益 2,154,508

　  

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　従来、同一報告セグメントの事業セグメント間取引については、相殺消去しておりませんでしたが、連結会社間取

引の増加により、報告セグメントに与える影響が大きくなったことから、報告セグメントの実態をより適正かつ明

瞭に表示するため、前連結会計年度より相殺消去する方法に変更しております。従来、外貨建取引の為替換算基準に

ついては、受注・発注時の発生日レートと売上・仕入時の発生日レートの差額を営業利益の金額に調整しておりま

したが、当該調整は為替変動の激しい期間において報告セグメントの実態把握に支障を来たす可能性があることか

ら、報告セグメントの実態をより適正かつ明瞭に表示するため、前連結会計年度より当該調整を行わない方法に変

更しております。

　また、従来、たな卸資産の評価については、当社グループの管理会計独自の処理方法により算定しておりましたが、

セグメント業績の管理をより連結財務諸表に近いレベルで行うことに変更したため、第１四半期連結会計期間より

連結財務諸表の会計方針と同一の方法として、収益性の低下したたな卸資産の帳簿価格を切り下げる方法に変更し

ております。従来、財務コストについては、支払利息等を各報告セグメントに配賦しておりましたが、セグメント業

績の管理をより連結財務諸表に近いレベルで行うことに変更したため、第１四半期連結会計期間より当該配賦を行

わない方法に変更しております。

　そのため、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報を変更後の算定方法による数値に組み替えて表示してお

ります。
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４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。　

　

　（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。　

　

　（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。

　

（企業結合等関係）

  該当事項はありません。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

　１株当たり四半期純利益金額 78円15銭 77円70銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 1,708,334 1,698,426

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 1,708,334 1,698,426

普通株式の期中平均株式数（株） 21,858,627 21,858,582

(注)　 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

(１)決算日後の状況　

　特記事項はありません。　

　　

(２)平成24年10月31日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・・・・・327,879千円

（ロ）一株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・15円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・・平成24年12月10日

（注）平成24年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。 
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年２月12日

伯東株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 森本　泰行　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 細井　友美子　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている伯東株式会社の平

成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成24年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、伯東株式会社及び連結子会社の平成24年12月31日現在の財政状態並び

に同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上
　

　（注）１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が四半期連結財務諸表に添付する形で別途保管しております。

　　　　２.四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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